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(57)【要約】
　歯間クリーンング装置は、液体状態及びガス状態の双
方における、ＣＯ２のような圧縮ガスを含むガスタンク
１２を含む。サイフォンチューブ２０は、当該装置が直
立位置にあるときに、ガスタンクの液体領域内に下向き
に延在する。サイフォンチューブは、タンクを定量バル
ブ１８に接続し、この定量バルブは、液体状圧縮ガスが
減圧したときに良好な液滴クリーニングに十分なもので
あり、ユーザの歯の領域に対して損傷を与えることなく
ガス状ストリームを形成する所定量の液体状圧縮ガスを
収容するための一定の容量をもつ。当該装置が大幅に傾
いているか又は逆さまに回転されている場合には、ガス
状ＣＯ２又はガス状及び液体状ＣＯ２の組み合わせは、
サイフォンチューブに入り、その後、定量バルブに入る
だろう。定量バルブのサイズは、液体状ＣＯ２又はガス
状ＣＯ２が定量バルブに適用されたときに、ガス状ＣＯ

２の容量を安全な量に制限するだろう。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体状態のガス及びガス状態のガスを含む圧縮ガスの容器供給源と、
　当該装置が直立位置にあるときにサイフォンチューブの開口端部が前記容器の液体ガス
領域内にあるように十分離れて、前記圧縮ガスの供給源内に下向きに延在する前記サイフ
ォンチューブと、
　前記容器供給源からの選択された量の圧縮ガスを受け取るように適合され、当該クリー
ニング装置の動作中にユーザの歯の領域に損傷をもたらさない減圧されたガスの出力スト
リームをもたらす一定量の液体圧縮ガスを収容するように寸法された定量バルブと、
　前記定量バルブからの膨張ガスが指向されるガスチャンバと、
　液体のタンク供給源と、
　前記タンク内の液体を液体チャンバに一方向で移動させるためのシステムと、
　前記ガスチャンバを前記液体チャンバに接続する一方向バルブであって、動作中に、所
定量のガスが前記液体チャンバに移動し、減圧されたガスのストリームと接触させるため
に前記液体チャンバ内の液体を流体接続ラインを介して加速させるように、前記膨張ガス
によりもたらされた前記ガスチャンバ内の圧力が前記一方向バルブを開ける、前記一方向
バルブと、
　前記ガスチャンバから延在するガスストリームラインであって、前記液体チャンバから
の液体と前記ガスストリームライン内のガスの減圧されたストリームとの相互作用が、所
望の歯の表面に対して当該装置の外へ指向される液滴を生成する、前記ガスストリームラ
インとを有する、液滴歯間デンタルクリーニング装置。
【請求項２】
　前記液体タンク内の液体を前記液体チャンバに移動させるためのポンプを含む、請求項
１に記載の液滴歯間デンタルクリーニング装置。
【請求項３】
　前記定量バルブ用のユーザ操作制御部材を含む、請求項１に記載の液滴歯間デンタルク
リーニング装置。
【請求項４】
　前記サイフォンチューブの開口端部は、当該装置が大幅に傾いているか又は逆さまの向
きにあるときに、前記容器のガス状ガス領域内にある、請求項１に記載の液滴歯間デンタ
ルクリーニング装置。
【請求項５】
　前記サイフォンチューブは、当該装置が大幅に傾いているか又は逆さまの向きにあると
きに、当該装置の効果的なデンタルクリーニングの使用のために十分なガスを含むように
構成される、請求項４に記載のクリーニング装置。
【請求項６】
　液体状圧縮ガス及びガス状圧縮ガスを含む圧縮ガスタンクと、
　液体タンクと、
　前記液体タンク内の液体を前記液体タンクから外へ移動させ、前記ガスタンクからのガ
スの減圧からのガスの出力ガス状ストリームと接触し、クリーニングのためにユーザの歯
の領域に向かって当該装置から指向され得る液滴ストリームをもたらすためのシステムと
、
　定量バルブ及び前記定量バルブから前記ガスタンクに延在するサイフォンチューブとを
有し、
　前記定量バルブは、前記ガスタンクからのガスの減圧から生ずるガス状ガスの出力が、
使用時の当該装置の向きに関わらず、ユーザの歯の領域に損傷を与えないような一定の容
量をもつ、歯間クリーニング装置。
【請求項７】
　前記サイフォンチューブは、当該装置が直立位置にあるときに液体ガスだけが前記サイ
フォンチューブに入るのに十分なように、前記ガスタンク内に下向きに延在する、請求項
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６に記載の歯間クリーニング装置。
【請求項８】
　前記サイフォンチューブは、当該クリーニング装置が大幅に傾いているか又は逆さまに
あるときに、前記ガスタンクからのガス状ガスが前記サイフォンチューブに入るように、
前記ガスタンクに対して設けられる、請求項７に記載の歯間クリーニング装置。
【請求項９】
　前記サイフォンチューブは、当該クリーニング装置が大幅に傾いているか又は逆さまに
あるときに、当該装置の効果的な１回分のクリーニングの使用のための十分なガス状ガス
を含むように構成される、請求項８に記載の歯間クリーニング装置。
【請求項１０】
　前記圧縮ガスはＣＯ２である、請求項６に記載の歯間クリーニング装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、歯間（interproximal, interdental）クリーニング装置／器具に関し、より
詳細には、使用時の装置の向きによる、ガスストリーム及び／又は液滴フローの危険な増
加に対して保護するように設計された斯様な装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液滴歯間クリーニング装置／器具は、ＣＯ２又は他のガスストリームを用いて、所定量
の液体を加速させ、クリーニングのための歯の領域に指向される、該装置／器具からの液
滴を生成する。ＣＯ２ガスストリームは、典型的には、カートリッジのようなＣＯ２タン
クから解放される少量のガス状ＣＯ２の急速な膨張により生成される。
【０００３】
　ＣＯ２タンクは、典型的には、液体状ＣＯ２及びガス状ＣＯ２の双方を含むだろう。典
型的には、装置が上向きにあるときにはガス状ＣＯ２だけがタンクから発生する。ガス状
ＣＯ２は、ガスストリームを形成するために定量バルブに指向されてこの定量バルブから
出る。
【０００４】
　ガスストリームの一部は、液滴を生成するために液体をタンクからガスストリームへ加
速させるために用いられ得る。しかしながら、装置が傾いているとき（水平より下又は完
全な逆さまを含む）には、液体状ＣＯ２がガス状ＣＯ２の代わりに定量バルブに入り、こ
れは、ガスがバルブの前又はこのバルブで減圧する際に、定量バルブからのガスの量の大
幅な増加をもたらす。これは、過度の変更されたガスストリームの速度、及び／又は、高
すぎる割合で加速される流体をもたらし、最終的には、歯の領域の歯肉又は歯間ポケット
への損傷をもたらす。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　それ故、装置の向きに関わらず、ガスタンクからの減圧（膨張）するガスの増加に対し
て保護する構造上の構成をもつことが望ましい。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　従って、液体状圧縮ガス及びガス状圧縮ガスを含む圧縮ガスタンクと、液体タンクと、
前記液体タンク内の液体を前記液体タンクから外へ移動させ、前記ガスタンクからのガス
の減圧からのガスの出力ガス状ストリームと接触し、クリーニングのためにユーザの歯の
領域に向かって当該装置から指向され得る液滴ストリームをもたらすためのシステムと、
定量バルブ及び前記定量バルブから前記ガスタンクに延在するサイフォンチューブとを有
し、前記定量バルブは、前記ガスタンクからのガスの減圧から生ずるガス状ガスの出力が
、使用時の当該装置の向きに関わらず、ユーザの歯の領域に損傷を与えないような一定の
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容量をもつ、歯間クリーニング装置がここで述べられる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】ここで述べられるガス制限システムを組み込む、液滴デンタルクリーニング装置
の概略図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　図面は、概して、液滴歯間クリーニング装置を概ね１０で示す。示された実施形態にお
いて、本装置は、ＣＯ２カートリッジの形式のガスタンク１２を含む。ＣＯ２カートリッ
ジは、典型的には、例えば、１４で示された液体状ＣＯ２及び１６で示されたガス状ＣＯ

２の双方を含むだろう。サイフォンチューブ２０がタンク１２と定量バルブ１８とを接続
する。サイフォンチューブ２０は、以下でより詳細に述べられる。
【０００９】
　定量バルブは、制御ボタン又は類似の要素２４により操作され、これは、選択された量
のＣＯ２をガスチャンバ２６に入れるのを可能にする。選択された量のガスは、典型的に
は、１回分の使用に適しており、例えば０．０１ｍｌの範囲にあるだろう。ガスストリー
ムライン２８は、ガスチャンバ２６から延在し、装置のノズルの一部を形成し、これは、
出口開口部３０で終端する。
【００１０】
　歯間クリーナは、水又はマウスウォッシュ若しくは種々のオーラルケア処理溶液を含む
幾つかの他の溶液であり得る液体用のタンク３４も含む。ポンプ３８は、液体を接続チュ
ーブ３６を介してタンク３４から一方向バルブ４０に移動させ、その後、液体チャンバ４
２に移動させる。液体チャンバ４２は、１回分の液体（示された実施形態では約０．１ｍ
ｌ）を含むように適合される。
【００１１】
　一方向バルブ４４は、ガスチャンバ２６と液体チャンバ４２とを接続する。液体ライン
４６は、液体チャンバ４２から延在し、示された実施形態では出口開口部３０の近くでガ
スライン２８に液体を送る。
【００１２】
　動作において、ガスタンクからの膨張ガスは、一方向バルブ４４を開けるためにガスチ
ャンバ２６において十分な圧力を生成するだろう。ガスは、チャンバ４２に入り、このチ
ャンバ４２内の液体に作用し、液体を液体ライン４６を介してガスライン２８内のガスス
トリームに加速させるだろう。典型的には、この液体加速効果を作り出すために、少量の
ガスしか必要としない。
【００１３】
　加速された液体がガスストリームと接触したときには、所望のサイズ範囲及び所望の速
度（直径で１０ミクロン、６０ｍｌｓの速度等）をもつ液滴が生成される。液滴ストリー
ム３１は、出口開口部３０を介して、歯の歯間エリアのような、クリーニングされるべき
歯の領域に進む。
【００１４】
　サイフォンチューブ２０は、装置が直立の向きにあるときに液体状ＣＯ２（又は他のガ
ス）だけが定量バルブ１８に入り得るのに十分な距離（通常、底部から短い距離）でガス
タンク１２中に下向きに延在する。定量バルブのサイズは、タンクからのＣＯ２が液体状
態にあるときに、（ＣＯ２が膨張した場合の）タンクからの１回分のＣＯ２に適合するよ
うに設定される。しかしながら、装置が傾いているか又は逆さまで使用されるときには、
サイフォンチューブが終端する、ガスタンクの上端部がガス状のＣＯ２を含むので、ガス
状態ＣＯ２が液体状ＣＯ２の代わりにサイフォンチューブに入るだろう。これは、液体状
ＣＯ２と比較して低濃度のガス状ＣＯ２のため、定量バルブ及びガスチャンバにおいてよ
り少量のＣＯ２をもたらすだろう。即ち、ＣＯ２は、タンクからのＣＯ２が圧縮ガス状態
にあるときには、これが圧縮液体状態にあるときよりも小さく膨張するだろう。
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【００１５】
　サイフォンチューブの構成及び定量バルブの容量は、通常の直立の向きにおいては、定
量バルブの容量をもつ液体状ＣＯ２が、クリーニング装置の効果的な１回分の使用をもた
らすために正確な量のＣＯ２ガスをもたらし、その一方で、傾くか又は逆さまの位置にお
いては、タンクからのガスが既にガス状態にあるので、より少ない量のＣＯ２ガスが生成
されるように設定される。定量バルブの小さな量に起因した、このより少ない量のＣＯ２

ガスは、装置の向きに関わらず、装置の向きの安全性を保証する。
【００１６】
　しかしながら、サイフォンチューブ２０は、装置が逆さまであるときには小さなタンク
として機能し、所望のクリーニング動作を実現するために、ガス状ＣＯ２が定量バルブに
移る際に、幾つかの急速なバースト又はショットのＣＯ２を連続してもたらすが、過度の
ガスストリーム又は液滴速度の如何なる危険性をも伴わない。
【００１７】
　それ故、サイフォンチューブ及びバルブは、傾いた向き又は逆さまの向きが、安全なレ
ベル、例えば装置が直立位置にあるときに出力されるＣＯ２のレベルを超えて出力される
ＣＯ２ガスストリームの増加をもたらさないように構成され設けられる。この安全な構成
は、ガスタンクにおけるサイフォンチューブの寸法及び位置と定量バルブの容量との双方
を含み、これは、ガスタンクからの液体状ＣＯ２のための、及び、液体状ＣＯ２がタンク
から解放された場合のその生じた膨張のための安全なガスストリーム特性に関連付けられ
た容量に設定される。
【００１８】
　従って、装置の向きに関わらずユーザに対して保護を提供する液滴歯間クリーニング装
置が述べられた。
【００１９】
　本発明の好ましい実施形態は例示の目的で開示されたが、種々の変更、修正及び置換が
、特許請求の範囲で規定された本発明の精神から逸脱することなく、本実施形態に組み込
まれ得ることが理解されるべきである。
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【国際調査報告】
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